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             令和６年１０月１９日 No.６ 

 
２年生の授業の様子について紹介します。 

【授業の目的】 
「つい夢中になって」泥だらけの靴のまま黄色いベンチにのぼって紙飛行機を飛ばしたり、そのままブラン

コに立って乗ったりしている主人公に自分を重ねながら、きまりや約束を守ることの大切さとその理由につい

て考えました。また、この授業を通して、自分勝手な行動が人の迷惑になることに気付かせ、きまりや約束を

守り、みんなが使う物や場所を大切にしようとする心情を育てたいと思いました。 

 

【授業者から】 
２年生は、学校でも地域でも行動範囲が広くなり、活発になる時期です。その中で、公共のきまりがあるこ

と、そのきまりを守る必要があることは分かっているけれど、自分を優先してきまりを守ることができないこ

ともあります。そんな２年生の日常の様子から、学習課題を設定し、「主人公の二人が気付いた大切なことは

何でしょう。」という主な発問を投げかけました。すると、「自分たちだけが楽しむだけでなく、他の人のこと

も考えて使う必要がある。」、「きまりを守らないと楽しくなくなる。」といった意見が話し合いの中で出てきま

した。自分たちの生活のあらゆる場面と、今回の学習を結び付けて、深く考える良い機会になったと思います。 

 

～ちょこっと小話～「地域の広場にて」 

 先日、地域の広場で催し物が開かれていました。たくさんの人が訪れ、にぎわっていました。その日は、た

くさんの人が訪れたこともあって、設置されていたごみ箱からごみがあふれて落ちていました。その次の日、

通勤途中にその広場のそばを通り過ぎると、あんなにあふれかえっていたごみが一つも落ちていなかったので

す。近所の人の話によると、ボランティアで地域の人が声をかけ合って、広場の清掃をしてくださったそうで

す。地域の人は、どのような気持ちで清掃をしていたのでしょうか。整然となった広場を見て、ふと思いまし

た。 

家庭数 

「黄色いベンチ」 規則の尊重 
雨上がりの公園で、たかしとてつおは泥だらけの靴のままベンチにのぼり、紙飛行機を飛ばした。そ

の後、女の子がそのベンチに座り、服を汚してしまったところを目撃する。二人はその様子を見て、「は

っとして」顔を見合わせた。・・・というお話です。敗を許し，一郎の誕生日には，すばらしい「言葉の

おくりもの」をする，という内容である。の誕生日には，すばらしい「言葉のおくりもの」をする，と

いう内容である。一郎は，すみ子と仲の良いところをたかしに見られ，からかわれたり，周りに言いふ

らされたりするのを嫌がり，すみ子をわざと避けようとする。小さなことにこだわらない明るい性格の

すみ子は，たかしのリレーでの失敗を許し，一郎の誕生日には，すばらしい「言葉のおくりもの」をす

る，という内容である。 



 ２年生 「みんなのことを考えて」 

 

 

 

 

 

【児童の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ、ご家庭でも、きまりや約束について伝え合ったり、 

話し合ったりしてみてください。 


